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これらの配合は、すべて水セメント比 50%，紹骨材率 46%，単位水量 160kg/m3と一定にした。表-1に3
種類のコンクリートの配合のほか、スランプおよび空気量の測定値、ならびに材令28日の圧縮強度を示す。
表-1 3種類のコンクリートの配合等
コンクリート W/C s/a d 空気量4.5%の場合の単位量(kg/m3) 測定値
日+d スランプ 空気 強度
の種類 % Z 克 W C S D G DP AD AE cm 量克 MPa 
SD C 50 46 40 160 320 525 749 991 。3.2 0.19 6. 5 5.0 33.2 
SDP C 50 46 40 160 320 525 749 。1177 4.8 0.26 5.5 6.0 24.8 







































1m2 当たりの現存量はエゾパフンウニ 1.8個， 66 g， 
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図-1 着生昆布重量 kg/(50x50)cm2 
題量童書
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